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オンライン：J-Stage書誌情報XML．自由にPDFダウンロード．早期公開も
再 利 用：CC BY 4.0 著作権：著者が持つ（出版側に著作権はコスト）

印刷（有料） ： プッシュ型の情報でアラートメールより有効，研究室で
共用できる，まとまっていて勉強に便利，印刷物として綺麗など

論文の例（約200ページ／年）
⚫ 普通種に対する地域住民の保全意欲に影響する要因の解明
⚫ 海洋学習が行われている中学校の生徒の海に対する態度と保全意欲
⚫ 現代俳句における鳥類の文化的生態系サービスの定量的評価
⚫ 小型風力発電施設がコウモリ類の活動量に与える影響
⚫ 都市住民は近隣環境に生息するセミ類の鳴き声をどのように認識して
いるのか？

⚫ 知床国立公園の森林再生地における林冠構造の評価
⚫ シカの採食圧を20年以上受けた後に設置された植生保護柵の内外にお
ける絶滅危惧種の回復

⚫ 愛知県名古屋市の都市孤立林におけるシイノキ類への訪花昆虫相
⚫ 農業地域を流れる小河川の魚類相に対する人工構造物の影響
⚫ 四国西南部におけるサンゴ食巻貝の大発生と近年の発生状況
⚫ 都市近郊林における餌付けが滑空性哺乳類に与える影響
⚫ 東京都南多摩地域における疥癬症に感染したタヌキの活動時間
⚫ 絶滅危惧植物タイワンハマサジの分布と生育状況
⚫ 丹沢山地と道志山地における絶滅危惧種ヤシャイノデの生育状況
⚫ 天然記念物「女満別湿生植物群落」指定の経緯
⚫ 気候変動適応策としての「適応力向上型アプローチ」 2
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細胞

器官

個体

個体群
（同種内のできごと）

群集
（異種間のできごと）

生態系
（物質とエネルギー）

景観
（多様な生態系のモザイク）

ヒト 動物 樹木等作物等 魚介類等

応用マクロ生物学

個体の健康 生 物 生 産

野生生物との共存

ヒト個体群の少子化対策

新興感染症の伝播を制御する技術（ＡＳＦ，エボラVD, ...）

外来種の制御技術

増えすぎた大型哺乳類の制御

漁業資源の枯渇対策

絶滅危惧の種・群集・生態系の保全

自然を利用した健康で文化的なヒトの生活

野生生物にとっての環境

個体～
分子の
生物学

生態系による地域振興

水循環・侵食防止

ヒトの社会

小池（2020）を改変 
https://doi.org/10.18960/hozen.25.1_1

地球と宇宙

気候変動と生態系

個体がつくる集団

造園学
疫学

生態工学

野生鳥獣管理学

広い分野・業界に関係する
3
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海浜生態系（海岸植物，動物）
砂浜の浸食・港湾・護岸

都市林，都市の緑地の自
然，
建物，賑わい

自然環境（国立公園），
生物多様性（都市～山地，外来種，絶滅危惧種），
野生生物の感染症，生活環境，化学物質
自然環境による熱中症や少子化対策

河川生態系（魚類，水生昆虫，
河川敷植物），水質，治水

耕地と周辺の生態系（土壌生物，
雑草，害虫，耕地の希少生物），
国有林の生態系，林業生産，
農業生産，農業用水路

農林業

土木

都市計画
（建築）

環境全般
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水産業漁場の生態系（藻場，干潟，水域），
資源管理，養殖，漁法，流通

道路法面，街路樹，交通，
地盤

博物館，天然記念物，文化財，
環境教育，理科教育，他教科も

教育・文化

教育・文化行政
環境行政
環境全般を見るが他で扱わない
部分は単独で責任を負う

建築・土木行政

農林水産行政野生生物と共通の新興感染症
（新型インフルエンザ等），少
子化，熱中症，治療，介護など

保健医療

保健医療行政

総合的な
生態系の管理

実務家が関係する行政系列

小池（2020）を改変 
https://doi.org/10.18960/hozen.25.1_1

https://doi.org/10.18960/hozen.25.1_1
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学生

教育・研究機関の専門職員

行政・企業などの専門職員

図書館司書・事務職員

個人

その他

回答者数

小池(2019) https://doi.org/10.18960/hozen.24.1_1

⚫ さまざまな立場の
読者
研究者，実務家，学生，
市民科学者
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読者構成
（アンケート回答）
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⚫ 利用時点で自由
に使えなければ
利用されない
（フリーアクセ
ス，機関サブス
ク）

⚫ オンラインでは
10誌を超えて利
用．所属学会誌
以外の雑誌も利
用

⚫ パスワード入力
は利用なし

小池(2019) https://doi.org/10.18960/hozen.24.1_1

（上記の合計はそれぞれ100%）
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利用雑誌数
（読者アンケート）
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エンバーゴがあったころ
エンバーゴ

パスワードで利用する方法は機能しない
自由なアクセスが必要 7
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学生

教育・研究専門職員

行政・企業などの専門職員

個人

司書・事務職・その他

比率

研究
行政・コンサルタントなどの業務
市民活動
教育のための資料
趣味
その他

小池(2019) https://doi.org/10.18960/hozen.24.1_1

⚫ 再利用が必要
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利用目的
（読者アンケート）
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それまで 有料の講読（印刷冊子＋2年パスワード利用）
会員・購読者だけが投稿できる

2019年夏 フリーアクセス化でだれでも読める
2020年4月 再利用CC BY 4.0

著作権を著者が持つ
だれでも投稿できる（会員以外も）
料金体系を変更

2022年DOAJ(Directory of Open Access Journals)登録 9

だれでも読めて，だれでも投稿できる，
オープンアクセスジャーナルへ



新しい料金体系

＜オンライン版＞
⚫著者がオンライン版の費用を負担（掲載料）
⚫掲載料は実コストから逆算
雇用者に年金を出せる額を計算
仮に会員外から大量の投稿があっても持続可能なレベル

⚫学会会員は標準的な長さの論文を無料で何本でも掲載できる（学会補助）

＜印刷版＞
⚫印刷冊子は別会計．購読者が印刷発送関連の費用を全て負担

＜実際には＞
⚫ 会員外からの投稿は少なくないが，印刷時点で入会する場合が多い

10
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和文学術誌の将来像： 社会からの利用方法の発展

和文学術誌
オープンアクセス論文
全文XML

生成AIの学習データとして提供

多言語への自動翻訳に提供
利用者，第3者(CC BY 4.0）による翻訳
⚫ 英語
⚫ 中国語
⚫ ヒンディー語
．．．

現場の実務家の利用
一般市民の利用

世界の
⚫ 研究者
⚫ 実務家
⚫ 一般市民
が利用

研究者，専門性が高い実務家が情報を利用

将来は翻訳品質の向上が期待さ
れる．全文掲載論文を蓄積

学術分野が得意な
⚫ 実務家・市民向け生成AI
⚫ 研究者・実務家向け自動翻訳
の開発が望まれる

英語論文作成コストの節約
・外国語での執筆時間
・英文校閲費用
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Chat GTPの使用例

私の家の庭で特定外来生物のヒアリを見つけました．どうすれば良いですか？
1. ヒアリは侵略的な外来種であり、その刺咬は非常に痛いだけでなく、アレルギー反応を引き起こすことも

あります。ヒアリが庭に現れた場合、迅速に対処することが重要です。以下に対処法の一般的なガイドラ
インを示しますが、地域の法律や規制、専門家のアドバイスに従うことが重要です。

2.     専門家に相談する: 最初に、地元の害虫管理専門家や農業機関に相談し、ヒアリの特定と適切な対処法
についてアドバイスを受けることが重要です。

3.     報告する: ヒアリは多くの地域で法律で制限されている外来種です。地域の農業省や環境保護機関にヒ
アリの出現を報告することが必要かもしれません。

4.     安全対策を取る: ヒアリから身を守るために、露出した皮膚を避けて、長袖や長ズボンを着用し、手袋
や靴を履くなどの対策を取ることが重要です。

5.     巣を特定し排除する: ヒアリは巣を形成して生息します。発見したら、巣を特定し、専門家の指導のも
とで適切な方法で排除することが大切です。

6.     化学駆除: 専門家の指導に基づいて、適切な化学駆除剤を使用することができます。ただし、環境への
影響や他の生物への悪影響を考慮し、慎重に使用する必要があります。

7.     予防策: ヒアリの拡散を防ぐために、庭に食べ物のくずやごみを放置せず、外から持ち込まれた植物や
土壌を注意深くチェックすることが大切です。

8.     情報の普及: 家族や隣人にヒアリの存在と対処法について情報を共有し、広く意識を高めることが重要
です。

最も重要なのは、ヒアリの対処には専門的なアドバイスを求めることです。地域の専門家や環境保護機関か
らの指導に従って、安全かつ効果的な対処法を選ぶようにしてください。

同じ質問を入力しGoogle検索で到達したページよりも適切な回答．しかし出典が必要．

一般市民のための情報源に．駆除業者向け情報提供も必要



J-Stage日本語の
Google中国語訳

世界の研究者，
実務家に情報提供

CC BY 4.0は翻訳可

図の画像中の日本語は
googleレンズなどで翻訳



J-Stage日本語の
Google英語訳

書誌情報の固有名が違う
⚫ 翻訳禁止属性
translate="no“を使え
ると良い

⚫ 翻訳させない書誌情報
を小さな文字で二重に
掲載か

世界の研究者，
実務家に情報提供

CC BY 4.0は翻訳可

各分野の専門
用語を学習し
た，学術用の
自動翻訳シス
テムが望まし
い

図の画像中の日本語は
googleレンズなどで翻訳
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オープンアクセスの課題（ほぼ会計的なもの）

⚫ 学会の活動費をどうするのか
学会費と雑誌購読費を区別できない，雑誌販売収入で活動
→学会の魅力の再確認（コミュニティ，効率的な情報収集）

⚫ オンライン出版のデータ編集・搭載作業はお金がかかる
PDFレイアウト込みで印刷版の1.3倍～1.7倍？（12万円/論文？）

作業内容：レイアウト，印刷PDF校正，書誌情報XMLあるいは全文XMLの作成，
J-Stageアップロードと追加情報Web入力， J-Stage校正．．．

（印刷物として見えないがコストがかかる）
→ワークフローの最適化が必須（外注業者の競争で効率化され
るモデルは限界．ベンダーロックインを避ける必要も）
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原稿作成 投稿・査読・受理（学会）
Editorial Manager, Scholar One

レイアウト
公開データ作成

オンライン提供
J-Stage

原稿作成 投稿・査読・受理（学会ボランティア）；公開用データ作成；オンライン提供
一貫したシステム構築へ

大手の学術出版会社のシステム
海外 政府が研究機関・ファンドを通して論文に補助する方向

⚫ 国際的な資源を使ったワークフローの効率化（人件費が安価なフィリピンやインドを利用）
⚫ 研究機関やファンドがないと論文を出せない
⚫ 掲載料はとても高価
⚫ オンラインプラットフォームの寡占化（競争による低価格化はあまり起きていない）
⚫ ベンダーロックインのリスク？

日本
政府は公開プラットフォームを無償提供

⚫ 小規模な学会も手作りのオンライン出版ができる
⚫ ワークフローが分断されて効率化が難しい
⚫ 学会の負担が大きい（データ編集経費，ボランティアの負担）
⚫ 将来は政府の財政状況悪化などの影響を受ける可能性？

学会負担

全体のコスト削減は国や世界全体の科学技術研究費の効率を上げる

中国も国内プ
ラットフォーム
重視
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現在のワークフロー

入力は大変な労力
各引用文献の詳細な書誌情報など

原稿作成 投稿・査読・修正
Editorial Manager, Scholar One

レイアウト
印刷所

Web搭載 早期公開 本公開
J-Stage

書誌情報XML：Web搭載

作業例：著者と所属のひもづけ．重複作業が存在

著者と所属
のひもづけ

再アップロードのとき

原稿作成 投稿・査読・修正
Editorial Manager, Scholar One

レイアウト
印刷所

全文XML作成
Wordから

早期公開 本公開
J-Stage

全文XML： Wordファイル利用 簡易タグでブ
ロック指定（表題，

著者ブロック，所属ブロック，
要旨，引用文献ブロック）

原稿作成 投稿・査読・修正
Editorial Manager, Scholar One

レイアウト
印刷所

書誌XML作成
自作ソフト

早期公開 本公開
J-Stage

書誌情報XML：ブロック指定のプログラム利用 ブロック指定
（表題，著者ブロック，所
属ブロック，要旨，引用文
献ブロック）

現
実
的



現在利用している書誌情報XML作成
の自作ソフト
各テキストボックスにコピペして
「XML作成」

全引用文献をまとめてコピペ．書誌情報を自動解析

全著者をまとめてコピペ．所属の紐付けを自動解析．（ORCID挿入)

全所属をまとめてコピペ

全ファイル付録説明文をまとめてコピペ．（ファイルタイプ指定）
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案1：一貫した全文
XML作成システム
（良さそう）

原稿作成
全文XMLエディタ

投稿・査読・修正
Editorial Manager, Scholar One

案2：著者がJATS XMLの
wysiwygエディターで論文作成

将来のワークフロー案（日本独自のモデル）

投稿管理システムがXML出力に発展

印刷業者が投稿管理システムに発展

政府のシステム開発補助と公共化・公開化

原稿作成
Word

投稿・査読・修正・受理・全文XLM作成
一貫したシステム

レイアウト
印刷所

全文XML
（JATS-XML）

早期公開 本公開
J-Stage

PDF

JATS-XML

移動・学会バックアップ
ベンダーロックイン防止

海外雑誌をホスト

ダウン
ロード

大手の国際学術出版社が競争して効率化・低価
格化する海外モデルはうまく機能していない

レイアウト
印刷所

全文XML
（JATS-XML）

早期公開 本公開
J-Stage

PDF

JATS-XML

移動・学会バックアップ
ベンダーロックイン防止

海外雑誌をホスト

ダウン
ロード

TeXと同じ考え方．Word XMLのJATS化もこのひとつ

（ワークフローは綺麗だが実務家著者に普及するのは困難）

（＋独自機能を追加可能）

(将来はクラウドの論文執筆システムか？ JATS-XMLで持運び)

編集部を支援
• 査読支援の生成AI
• 日本語添削の生成AI
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新興出版社（MDPIなど）を利用

もし国内のワークフロー効率化が進まないとき

原稿作成 投稿・査読・受理（学会ボランティア）；公開用データ作成；オンライン提供
一貫したシステム

⚫ ITシステムの整備は得意に見える
⚫編集者と査読者の確保が難しい

⚫新興出版社の効率の良いITシステムと，
伝統的な学会の質の高い編集者・査読者コミュニティが組む

⚫掲載料の価格破壊の起点になりうるが．．．

✓ すでに寡占化しており低価格化のインセンティブがないかもしれない
✓ 経営判断の透明性
✓ ベンダーロックインの可能性
✓ 経営破綻時の移行がスムーズか

学会誌

中国論文は国内プラットフォームに回帰？
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